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医療機器認証番号：220AGBZX00357000

歯科材料 ５ 歯科用接着充填材料
管理医療機器 高分子系歯科小窩裂溝封鎖材（31780002）

ヘリオシール

【禁忌・禁止】

メタクリル酸に対して過敏症状を有する患者には、

使用しないこと。

【形状 ・ 構造及び原理等】

[種類]

1）ヘリオシール (Helioseal)

2）ヘリオシール F (Helioseal F)

3）ヘリオシール クリア (Helioseal Clear)

[付属品]

・エナメル プリパレーター（歯科用エッチング材）

[成分]

二酸化ケイ素、ウレタンジメタクリレート、その他

[原理]

修復歯の溝に塗布し、適切なインスツルメントで形を

整え光重合させて、小窩裂溝を封鎖する。

【使用目的又は効果】

歯科小窩裂溝の封鎖に用いる。

【使用方法等】

1.�通法に従い、エナメル プリパレーターを使用して

エッチングを行う。

2.�本品を薄く（厚さ1.5ｍｍ以下）修復箇所に塗布す

る。

3.�光照射し、本品を重合する。光重合器の使用方法

に従い、500mW/c㎡以上の光照射器で20秒、また

は1100mW/c㎡以上の光照射器で10秒間照射する。

【使用上の注意】

［重要な基本的注意］

・�本品の使用により発疹、温疹、発赤、潰瘍、腫腸、か

ゆみ、しびれ等の過敏症状が現れた患者には、使用

を中止し医師の診察を受けさせること。

・�重合前の本品が肌、粘膜、目などに直接触れないよ

う注意すること。

・�本品は室温で使用すること。温度が低いと、容器から

押し出しにくい場合がある。

・�ユージノール／クローブオイルを含有する物質は重

合を阻害する恐れがあるので、本品との併用は避ける

こと。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

[製造販売元]

Ivoclar Vivadent株式会社

電話 03-6801-1301　Fax 03-5844-3657

www.ivoclarvivadent.jp

[製造元]

Ivoclar Vivadent AG （リヒテンシュタイン候国）   
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